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　ロンドンオリンピックで世界を沸かせた日本のアスリート達、
本当にお疲れ様でした。
　選手の闘い、そして限界を超えた頑張りを目の当たりにして、
私たちは沢山の元気と勇気をもらいました。
　しかし、選手たちのメダル獲得の華やかなシーンを見て、こみ
上げるものを感じる一方で、毎日の地獄のような厳しい練習を、
当たり前のようにこなしている選手を見て、メダルを取るには大
変な苦しみがあるんだなと痛感しました。
　“ものづくり”に懸ける職人の技にも相通じるものがあると思い
ます。
　何十年も経験し、磨いた職人の技には、優秀な機械でも絶対に
勝てない人間の勘があり、時には畏敬を込めて「神技」と呼ばれ
るものもあります。
　先日テレビで紹介された数々の職人技の中で印象に残るものと
して、機械ではどうしても直せない鉄骨の歪みを、ガスバーナー
ひとつを用いて修正する映像がありました。70歳を超えた年配の
職人による作業で、火をあてる場所、火のあて方すべてが勘だと
答えていました。おそらく、幾度も幾度も失敗を繰り返し、より
良いものを作ろうと試行錯誤を重ねた年月の中で培われた職人技
であると思われ、深く感銘を受けました。
　昨今の私たち製造業界では、コストダウンのために精度の高い
機械をどんどん導入しています。そのおかげで、素人でもすぐ使
えるため随分便利になり、生産量の効率化にもなりましたが、そ
の反面、汎用機械で製品を作る途上で得られる職人の技を磨く機
会が、徐々に少なくなっていくことに底知れぬ危機感を感じてい
ます。
　私自身、“ものづくり”に身を置いたなかで、この分野では誰に
も負けたくないという気概はあり、アナログといわれる仕事の
やり方でも、手作りの技を若い人達にしっかり継承していくこ
とが、安原工業団地のアスリートである我々の大切な仕事である
と、この最近強く思うようになっています。
　毎日の鍛錬、反復作業がアスリートにも職人にも大切なことだ
と、このたびのオリンピックで再認識させられたところです。
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　平成24年度第17回通常総会は、平成24年５
月28日㈪に金沢市異業種研修会館において、
委任状提出を含む組合員109名が出席し開催
されました。
　初めに、米澤卓也理事長が挨拶し「組合の
自立性を高めるため、町会助成金に替わる財
源確保や事業見直しを図る財政基盤検討会議
を設置する。」と表明されました。
　議長に岩上伸人氏を選出し議事が進めら
れ、提案された下記６議案全てが可決承認されました。

第１号議案　平成23年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書、財産目録及び利益剰余
金処分（案）承認の件

第２号議案　平成24年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）承認の件
第３号議案　平成24年度経費の賦課及び徴収方法決定の件
第４号議案　平成24年度借入金残高の最高限度額決定の件
第５号議案　役員報酬決定の件
第６号議案　任期満了に伴う役員選出の件

　これまでと大きく変わった内容では、組合発足以来17年間にわたり町会より助成されて
いた賦課金を今年度より廃止し、新たな賦課金制度導入を検討することとなりました。
　また別掲の通り、新役員が就任しました。

理事
中田　和幸

理事
中田　良治

理事
野村　　了

理事
横田　義尾

組合役職員名一覧
顧　　問 安嶋　　勇
理 事 長 米澤　卓也
副理事長 大平　邦久
副理事長 紙本　敬章（新）
副理事長 塚本　一樹
副理事長 中村　俊彦
理　　事 相川外志子
理　　事 池田　秀樹
理　　事 池野　菊枝
理　　事 岩上　伸人
理　　事 北　　　卓
理　　事 北村　直樹
理　　事 越野　英司
理　　事 田中　　泰
理　　事 塚本　裕二
理　　事 中川　政一
理　　事 中田　和幸（新）
理　　事 中田　良治（新）
理　　事 野村　　了（新）
理　　事 堀田　鉄雄
理　　事 横田　義尾（新）
監　　事 林　　義光（新）
監　　事 水野　康彦（新）
監　　事 米澤　昭午
事務局長 北川　和男
事 務 員 山口美枝子
事 務 員 出越　昌子
事 務 員 東渡智恵子

組合の自立性向上を図り、町会の助成金返上を提案
平成24年度通常総会開催される
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　平成24年８月１日に第１回組合財政基盤検討会議が開催
されました。
　当組合は安原工業団地町会の総意をもって設立され、そ
の活動は車の両輪のごとくおこなってまいりました。
　財政的には当初の各企業の支出する出資金は町会より支
出され、当面の負担は一切無く、賦課金は町会費の中から
町会経由で頂き直接的な経費の賦課については将来的に検
討するとされてきました。
　当組合も設立17年目を迎えこの間に組合に新たに加盟さ
れた企業も53社を数え、また事業を休廃止され住宅のみに
使用されている町会員も21世帯となってきました。
ある意味『将来的に』とされてきた組合の町会からの財政
的な自立が求められる時期になってきたと思われます。
　そういった中、今年度の組合の予算では従来町会から頂
いてきた１社当たり年間2,500円の賦課金を一旦返上し、
組合財政基盤検討会議を設置して将来のあり方を検討する

ことが総会で承認されています。
　この会議は正副理事長のほか５名の理事で構成され単に
組合の財政状況のみを検討していくものでは無く、組合員
またその従業員にとって求められる組合事業とは？町会事
業と組合事業のすみわけはどのようにしていけばいいの
か？など今後の組合のあり方を含めて検討していきます。
　第１回の会議では近隣の組合の事業活動の内容と賦課金
の算出方法の実態を勉強して相対的に当組合の事業数と賦
課金のバランスについて他の組合より優れているとの共通
認識を得ることができました。
　また新たな事業の可能性を考えていこうと言う事で男女
の出会いパーティーが出来ないか？託児所や学童クラブの
類似事業また診療所の運営の可能性はないかなどさまざま
な意見が出されました。
　今後も議論を進めていく予定ですのでご意見やご質問の
おありの方はぜひ事務局までお申し出下さい。

第1回組合財政基盤検討会議開催される
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　平成24年６月11日㈪、石川県中小企業団体中央会通常総会が香林坊２丁目エクセル
ホテル東急５階「ボールルーム」にて開催されました。これに先がけて、平成24年度
の優良組合及び組合功労者表彰がありました。
　当組合は、永年の活動が評価されて優良組合県知事表彰を受賞し、米澤卓也理事長
（暁化学工業㈱）が県下８組合の代表として、谷本県知事より表彰を受けました。ま
た、紙本副理事長（㈱紙本鉄工）、池田理事（ハイテクス工業㈱）、北理事（㈱ウイ
ンドーセンター大和）の３名の皆さんが、組合功労者中央会会長表彰を受賞しまし
た。これまでのご労苦に深甚より感謝申し上げます。
　この栄えある受賞について、６月15日㈮当組合の第３回理事会後の懇談会で、新旧
役員から功労者の益々のご健勝とご活躍をご祈念するとともに、さらなる組合活動へ
のご協力をお願いし、祝賀を行いました。

　平成24年３月２日㈮
御経塚グランドボウル
において、毎年恒例の
安原工業団地協同組合
主催のボウリング大会
が開催されました。
　当日は、常連さんは
もとより新規の方も多数参加していただき、総勢100名の
大歓声の中で活気溢れるプレーが展開されました。
　レッドピンを倒してのストライクだとジュースが頂ける
ということで皆さん気合が入り、白熱したゲーム展開もあ
り、大いに盛り上がりました。
　表彰式では、優勝者をはじめ、飛び賞や当日賞、ひなま
つり賞などバラエティに富んだ賞品が理事長より手渡され
ました。入賞された皆様おめでとうございました。
成績は次の通りです。（敬称略）２ゲーム合計
　優　勝　　野村　　洋　㈲エヌテック　　　383P
　準優勝　　東　　幸雄　暁化学工業㈱　　　378P
　第３位　　山本　一雄　供田板金工業所　　353P

　中学生の教育活動の一環としての職場体験が、緑中学校
からの要請で当工業団地では７月３日㈫から５日㈭までの
日程で行われました。
　今年度は、新たにミナミ金属㈱、越野冷凍食品㈱、田中
昭文堂印刷㈱、㈱ヒガシヤマの４社が加わり、計９社で総
勢28名の受け入れがありました。
　このうちミナミ金属㈱では、３名が電話機やパソコンの
分解作業をしていて、感想を尋ねたところ「立ちっぱなし
で作業するのが大変だ」とか、「資源のリサイクルを学べ

て参考になった」との声が聞けました。この体験を通し
て、保護者の苦労に対する感謝や地域社会の産業を理解す
ることに役立ったのではないでしょうか。受け入れていた
だいた企業の方々ご協力ありがとうございました。

　７月20日㈮18時30分から、大手町KKRホテル金沢で第
５回目となる、組合員交流会が開催されました。
　池野菊枝理事（㈲アイエスコーポレーション）が司会者
デビューし、緊張の中にもテンポの良い進行にあたって下
さいました。
　米澤卓也理事長の挨拶の後、紙本敬章副理事長の乾杯の
ご発声により懇親会に入りました。
　カラオケでは玄人はだしの熱唱があり、ゲームは今回
企画した「サインゲーム」、「輪ゴムゲーム」ともに好評
で、ほろ酔い気分も手伝い大変盛り上がりました。最後に
おみやげ抽選会を行い、堀田鉄雄理事（㈲堀田鉄工所）に
よる中締めでお開きとなりました。
　参加して下さった組合員の皆様に厚くお礼申し上げるととも
に、会場で準備や進行をリードしていただいた池田秀樹理事

（ハイテクス工業㈱）
やバスの運行責任者を
申し出てくれた中田良
治理事（栄オートサー
ビス代表）などお世話
下さった役員の方々に
お礼申し上げます。

優良組合県知事表彰及び組合功労者中央会会長表彰を受賞

「わく・ワーク体験」（職場体験）! !

「第５回組合員交流会」
熱帯夜に71名で大盛況

平成23年度安原工業団地協同組合
交流ボウリング大会開催 される!!



　青年部の平成24年度第12回通常総会は、６月９日㈯18
時30分より「食彩旬味犀楽」にて現部員数28名中、11名
（委任状12）の出席で開催いたしました。
　開会宣言のあと、北村部長の挨拶から始まり５つの議案
が審議されました。
　第１号議案　平成23年度事業報告
　第２号議案　平成23年度決算報告及び監査報告
　第３号議案　平成23年度役員選任（案）
　第４号議案　平成24年度事業計画（案）
　第５号議案　平成24年度予算（案）
　平成24年度事業の内容は下記の通りです。
１．各種会議
　・総　会（６月９日㈯開催済み）　　
　・幹事会（必要に応じ部長または副部長が招集）
２．安原工業団地PR活動
　・源助大根の収穫（10月）　　　　
３．組合の事業に対する協力に関する事業
　・ソフトボール大会の運営（９月）
　・組合、町会合同ゴルフコンペ大会の運営（９月）
４．研修会に関する事業
　・石川県中小企業青年中央会　研修会（６月）
　・青年部主催　経営講習会（11月、３月）
　・金沢市工業団地連絡協議会  若手部会 研修会（11月）
　・視察研修旅行（11月）
５．親睦並びに情報交換に関する事業
　・会員新年会（２月）　　　　　　
平成24年度安原工業団地青年部役員
　顧　問　　塚本　一樹　㈱ツカモト
　部　長　　北村　直樹　㈱エス・イー・キタムラ
　副部長　　東山　裕一　㈱ヒガシヤマ
　副部長　　米澤　秀輝　㈱米澤建築
　会　計　　三島　克也　北陸ダイセキ㈱
　幹　事　　福田　祐一　ステンレス㈱
　幹　事　　本保　順士　㈲本保熔接　
　幹　事　　池田　良彦　㈱ＩＴウエルド（新任）
　幹　事　　市原　成一　ミナミ金属㈱
　幹　事　　米澤　隆亮　㈱米澤製作所
　監　事　　宮村　　尚　アスパック㈱
　監　事　　野村　　了　㈲丸年金属工業
　青年部の活動はさまざまな業種の会社の部員の交流・意
見交換はもちろんですが、安原工業団地の活性化、地域の
方々との交流も目的としています。今年度もソフトボール
大会の運営や、恒例になりました源助だいこんの収穫祭も
10月に実施予定です。又、今年は研修会を充実させて、
自己研鑽する機会を増やしたいと思っています。皆様方に
は青年部の活動にご理解を頂き、今後ともご協力をお願い
いたします。

《総会報告及び事業計画》　
　安原工業団地協同組合女性部「桜梅桃梨の会」第10回
通常総会が平成24年６月１日㈮和風中華招龍亭にて、出
席者17名で開催されました。　　
議案の審議は
１　平成23年度事業報告書及び収支決算書承認の件
２　任期満了に伴う役員選出の件
３　平成24年度事業計画書(案)及び収支予算案書(案)承認の件
の３つの事項で全て原案通り承認されました。
　なお、今年度事業内容は次の通りです。
１　講習会、研修会に関する事業

　会員のために資する各種講習会、研修会を行う。
２　親睦並びに情報交換に関する事業

　会員相互の親睦並びに情報交換を図る。
３　組合の事業に対する協力に関する事業

　各種組合事業に協力する。
４　ボランティア活動推進に対する事業

古切手収集及びプルタブ収集を通じて福祉団体へのボ
ランティア活動を行う。

５　目的達成のために必要な事業
　会の運営を円滑にするため理事会を開催する。
６　安原工業団地内の緑化推進

幹線道路にプランターを設置し、四季折々の草花を植
栽する。

　最後に大平幸枝部長の挨拶で閉会となり、引き続き懇親
会が賑やかに行われました。
　楽しく交流がなされたのではないかと思います。

《研修会》
　今年度第１回研修
会は７月１日㈰参加
者18名にて、第３代
藩主前田利常公の正
室珠姫様の菩提寺天
徳院の拝観と、から
くり人形上演を鑑賞
しました。「珠姫・
天徳院物語」とは、御殿を再現した舞台に六体のからくり人
形が金沢城の歴史の一コマを覗かせるものでした。珠姫様
は、加賀百万石を守り、領民の危機を救い、良妻賢母として
この封建時代を力強く生き前田、徳川家の融和のため心尽く
されたそうです。その後石川伝統工芸館での水引ぽち袋作り
を体験して来ました。
　水引は、しなやかで難しく皆真剣に取り組み、仕上がり
は上々で、大変喜ばれました。
平成24年度　女性部役員
　部　長　大平　幸枝　　　副部長　池野　菊枝　
　副部長　笠井恵美子　　　会　計　相川外志子
　理　事　丸山加代子　　　理　事　東山　敦子
　監　事　林　　珠江　　　監　事　本保　松枝（新）
　今年も本当に暑い日が続きましたね。緑化事業として幹線道
路に今回は、土の入れ替えを青年部のお手伝いもあり、花の植
え替えもスムーズに終わることができました。感謝申し上げま
す。今後とも水やりなどご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

青 年 部 活動報告 女 性 部 活動報告

あとがき
今夏のロンドンオリンピックにおける「若者」の素晴らしい活躍は、
眼を見張るものがあった。その一方、次々と報道される「若者」の
いじめ問題。良くも悪くも、その裏には「元若者（大人）」の影響が
あるのは間違いない。 （N. I 記）

発行責任者　米澤　卓也
編 集 委 員　池野　菊枝、岩上　伸人、大平　邦久

北村　直樹、越野　英司、田中　　泰
北川　和男、山口美枝子
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